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東京外国語大学におけるスーパーグローバル大学創生支援事業 
―「留学 200％」の現状と課題 ― 

 
岡田昭人 

 
はじめに 

2014年 9月、文部科学省は日本の高等教育の世界的競争力向上を目的として「スーパー
グローバル大学創成支援事業」を開始した。本事業は世界のトップレベルの大学との連携に

より日本の大学の教育・研究のさらなる国際化を図り、大学改革を牽引する「グローバル大

学」を対象に重点支援をするものである。 
「スーパーグローバル大学」には、「トップ型」及び「グローバル化牽引型」があり、そ

れぞれ 13校と 24校の合計 37校が選定された。前者は「世界大学ランキングトップ 100を
目指す力のある大学」、後者は「これまでの実績を基にさらに先導的試行に挑戦し、我が国

の社会のグローバル化を牽引する大学」である。 
 本事業に採択された大学は、それぞれが特徴のある新しい制度やプログラムを設計する。

その主な成果指標には、「全学生に占める外国人留学生の割合」、「日本人学生に占める単位

取得を伴う留学経験者の割合」「外国人及び外国の大学で学位を取得した専任教員等の割合」

などが含まれている。 
文部科学省は 2018年 2月、37大学のこれまでの取組状況についての中間評価を実施し、

5段階で評価したものをWebサイトに公開している。 
 
1.東京外国語大学のスーパーグローバル大学創成構想 

2014年、東京外国語大学（東外大）はスーパーグローバル大学創成支援 （タイプ B: グ
ローバル化牽引型 ）に選定された。東外大はスーパーグローバル大学構想「人と知が循環
を支えるネットワーク中核大学 ―世界から日本へ、日本から世界へ―」をスローガンとし
て、2024年度までに「真の多言語グローバル人材を養成する大学」、「日本から世界への発
信を担う大学」、「日本の大学のグローバル化を支援する大学」を目指し、以下の構想と取り

組みを実施している。 
（参照 http://www.tufs.ac.jp/abouttufs/pr/strategicprojects.html） 
 
東京外国語大学の提案書：  
http://www.jsps.go.jp/j-sgu/data/shinsa/h26/sgu_chousho_b02.pdf 
 
多言語グローバル人材養成プラン 
 - 自主的計画的な学びの TUFSクオーター制 
- 留学 200%+受入れ留学生 2倍 

http://www.tufs.ac.jp/abouttufs/pr/strategicprojects.html
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- Joint Education Program 
- 語学を中心とした教育指標の可視化 
- 多言語カリキュラム 
 
発信力強化プラン  
- 世界各地に Global Japan Office設置 
- 全学教養日本力プログラム 
 
大学グローバル化支援プログラム  
- TUFS留学支援共同利用センターの活用 
- Global Japan Officeの共同利用 
 
東外大では 2023 年までに具体的な目標として、「留学 200％」「外国人留学生を 2 倍の

1,216人」「外国語による授業科目数を 2倍」「TOEIC®800点以上を 4倍」「海外協定校と
の共同教育プログラム Joint Education Programの開設」「海外拠点 Global Japan Office
を世界各地の 38拠点に設置」「4学期制「TUFSクオーター制」を導入」「留学支援共同利
用センターの設置・活用」「外国籍教員を 2倍に」を目指している。 
（https://tgu.mext.go.jp/universities/tufs/index.html） 
 
 
2.「留学 200%」 
東外大が構想で掲げた留学に関する目標は次のように述べられている。 
 
「多言語運用能力、複合かつ俯瞰的な視点の獲得のため、目的、機関、派遣先に多様性をも

たせた留学プログラムを開設し、本学学生の在学中の留学機会を増やすことで、学生１人が

最低 2度の留学を行う「留学 200%」を目標とする」 
 
すなわち東外大では日本人学生への留学支援体制を拡充し、学生が在学中に１人 2 回以

上海外留学する、「留学 200％」を目的としている。これにより例えば、アジア・アフリカ
地域に１度、欧米に１度という選択も可能となる。今後、「留学 200%」は交換留学・単位取
得を伴う休学留学・短期海外留学・協定校との Joint Education Program等により、さら
に学生留学の機会を増やして行くことが検討されている。 
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3.東外大の留学制度 
上記の構想目標を達成するために、東外大ではどのような留学制度を実施しているのか、ま

たの学生がどのような留学を行っているのかについて紹介する。  
東外大では毎年入学直後のアンケートでは、新入生の 90％以上が留学を希望している。

実際、2019 年 3 月卒業予定の日本人学生のうち 75.1%が、在学中に留学を経験している。
2018年度の第 1年次のうち 52%（計 417人）が短期海外留学をし、第 3年次に在籍する学
生の 62%（計 595人）が長期海外留学をしている。 
一般的に留学制度は、学生の目的や希望する留学先、期間、予算などによって種々の形態

がみられる。東外大の留学制度では、長期留学で 6 つ、そして短期留学で 5つに分類され
ている。 
http://www.tufs.ac.jp/admission/navi/support/studyabroad/programs.html 
 
長期留学制度 
4学期制における 1学期以上の期間の留学を「長期海外留学」として定義している。 
 
①  交換留学 (学部・大学院) 
東外大と海外協定校との学生交換の枠組みであって学生を相互に派遣する形の留学制度。

2018年 5 月 1日現在で、64カ国・地域の 156の高等教育機関と学生の相互交換に関する
協定が締結されている。協定に基づき、海外の協定校の学生が東外へ派遣され教育を受ける

一方、海外の大学に日本人学生が派遣される。例年、前年の 10 月に公募、11～12 月に選
抜、1月に決定というスケジュールである。 
交換留学では、学生は休学しないで派遣されるため、交換留学期間を含めて 4年で卒業す
ることができる。実際、多くの学生が 4年で卒業し就職や大学院進学をしている。 
 交換留学の場合は、学生は学費を留学先に支払う代わりに東外大に納入する。学費以外の

生活費に関しては、留学先の国や地域で異なるが、東外大では給付型奨学金の確保に努めて

いる。2018年度開始の交換留学では、199人の派遣者（大学院 8名）が奨学金を受給して
おり、うち 189人が JASSOの海外留学支援制度奨学金が支給された。JASSO奨学金の受
給には、東外大の学業成績（GPA）が考慮され、また派遣先機関での単位取得が条件となっ
ている。 
 
② 休学留学 
 休学して留学する学生のうち、単位認定の申請を行っている学生の留学。単位認定が行え

る機関は、事前に東外大の教授会で承認されていることが必要となる。休学留学により取得

した単位は、東外大の卒業必要単位の一部にすることができる。 
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②  自由留学 
休学して留学する学生のうち、単位認定の申請をしないで海外の教育機関に留学する。 

 
④ 長期インターンシップ 
休学して海外渡航する学生のうち、主な目的がインターンシップである場合の留学。2014

年から独立行政法人国際交流基金によって開始された「日本語パートナーズ」による派遣も

含まれる。「日本語パートナーズ」は幅広い世代の人材を、ASEAN 諸国の主に中学・高校
で日本語を教える教師、またそこで学ぶ生徒の日本語学習の「パートナー」として派遣する

事業である。派遣者は授業アシスタントや生徒たちとの会話の相手として学習を促す活動

をはじめ、教室内外での日本語・日本文化紹介活動などを行い、ASEAN諸国の日本語教育
を支援することと同時に、派遣者自身も現地の言語・文化についての見聞を深め、相手国と

日本とを結ぶ役割を担うことが目的とされている。 
https://jfac.jp/partners/ 
 
⑤ 長期研究留学 
大学院生が休学をして、海外の教育機関に留学するものであって単位認定はない。コチュ

テルや日本学生支援機構の海外留制度 （大学院位取得型）での留学等を含む。コチュテル
とは、東外大では「外国の大学院等と博士論文共同指導」と定義される。一般的には、所属

大学と外国の大学の連携高等教育機関との間で協定を締結し、それぞれの機関の指導教員

が共同で指導し、博士論文が合格となった場合には、両機関からそれぞれ学位が授与される

制度である。 
 

⑥ 海外フィールドワーク等（大学院） 
大学院生が休学をし、海外の教育機関等に所属せずに研究やフィールドワークを行う制度

である。 
 
短期留学制度 
短期海外留学制度は夏学期・冬学期に行う留学や、学期中に大学が行うプログラムによる

留学。 
 
① ショートビジット（学部・大学院修士） 
 夏学期・冬学期に、海外の本学協定校に留学する。「世界教養プログラム短期海外留学科

目」の「ショートビジット」に登録して履修する。留学前教育や留学後教育を含め担当教員

により単位が認定され、1回の留学につき 2単位が与えられる。 
ショートビジットプログラムのうち、全員型プログラムの形態であるのは、以下の７つの 

言語である。 
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表１：全員型プログラムショートビジット 専攻言語・留学先および留学時期 

 

 
② スタディツアー（学部） 
 協定大学との共同教育や海外での学修体験などを目的として、東外大や他の公的機関が

提供するプログラムに傘傘下する。「世界教養プログラム」のスタディツアー科目に登録し

て履修する。上記のショートビジット同様、1回の留学につき 2単位が与えられる。 
 
表 2 201 8 年度実施スタディツアー 
 

 
 
 
③ 短期インターンシップ（学部・大学院） 
東外大の「グローバルキャリアセンター」が実施する海外における短期インターンシップに

参加する。参加を希望する学生は「グローバルビジネス講義」を履修している場合に優先さ

れる。また「就業体験科目」においても短期の海外インターンシップが実施されている。 
 
以下は 201 8 年度に実施された短期インターンシップ： 

 UMW Toyota Motor Sdn Bhd （マレーシア） 
 矢崎投資有限公司 （中国） 
 PT.Toyota Motor Manufacturing Indonesia （インドネシア） 
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 AYANA HOTEL & SPA and RIMBA JIMBARAN by AYANA （インドネシア） 
 Toyota Motor Philippines Co Ltd （フィリピン） 
 全日本空輸株式会社 （カナダ ・アメリカ） 
 FIDR （国際開発救援 財団 （カンボジア） 
 マツダメキシコ （メキシコ） 

 
④ 日本語教育インターンシップ（学部・大学院） 
 日本語教育を学ぶ東外大生が、海外で取り組むインターンシップ。「言語文化学部グロー

バルコミュニケーションコース」や大学院の日本語教育分野で実施されている。 
 
⑤ Joint Education Program: JEP （大学院） 
大学院生を、各自の研究計画にもとづいて、夏学期・ 冬学期に世界各地の本学協定校の関
係分野の研究室等に派遣し、研究力の向上も目的とした機会を提供する。JEP により、以
下の目標を達成する。 
①現地の協定校の教員から研究上のアドバイスを得る 
②修士・博士論文のための資料収集や現地調査を行う 
③研究対象地域の大学での修学 経験を積み現地理解を深める 
JEP派遣の成果は東外大の主任指導教員の担当科目及び大学院の授業科目「専門特殊研究」
の一部として成績評価に反映される。 
 
 
4.2018年度の留学情況 
 
本節では東外大の留学支援共同利用センター作成による『2018年留学白書』のデータとそ
の結果に基づき、2018 年度の本学の学部生の長期及び短期で留学状況についてみてみよう。
（長期留学者は 2018 年度出発者、 同年度内に帰国した者の合計） 
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表 3  2014－2018 留学者数の推移 
 
 

 
 
留学者総数は過去 5 年で最高に達し、留学者総数は全学生数の 41 ％を占めている。 2018 
年度に休学をした学生が昨年度比で 100 名程度減少しており、休学をして留学をした学生
が減少したことで 、長期留学者数は 40 名減となっている。短期留学者に関しては、昨年
度比 90名増加し、過去最高となっている。このことから短期留学者と長期留学者の差が縮
まっている傾向が読みとれる。 
 
 
次に種類別による長期留学者の推移についてみてみよう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 8 

表 4  種類別 長期留学者数 の推移 
 
 
 

 
 
長期留学種類別おける傾向は休学者数が昨年度比 100 名程度減少したことによって、 休学
留学、自由留学者数がともに減少している。ここで注目されることは、交換留学者数が増加

していることに加え、単位認定のある休学留学者数と自由留学者数の差が縮まっているこ

とである。 
 
次に短期留学者数の推移についてみてみよう。 
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表 5  2018 年度 短期留学者数(2019.3.11 現在) 

 

 

 

 
短期留学者数は過去 5 年間において最高人数となり、1 年生の半数以上がショートビジッ
トに参加した。『留学白書』によれば、ショートビジット制度が充実・浸透したことが要因 
の一つとして指摘されており、2014 年度と比較した場合、短期留学者数は 2 倍以上に増
加した。2018 年度には、制度の開始以来初めて、1 年生の半数以上が夏または冬のショー
トビジットに参加したことになる。 
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5. 留学をしなかった理由：学生 への調査 
 
上述したように、東外大では入学時に 9 割の学生が留学を希望しているが、在学中留学を
しなかったという者も多い。『白書』にはその理由が記載されている。（留学のデータがない 
201 人 の学生 のうち有効なメールアドレスが把握できている学生 162 人 に アンケー
トを行い、20 人 の学生から回答があった） 
 
表 6 学生が留学をしなかった理由 

 

 
 
『白書』によれば「日本での学業やアルバイト、サークルなどの活動が忙しく、留学準備・

留学にかける時間がなかった」ことが主な理由とされており、以下のような説明がなされて

いる。 
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「金銭的な問題 と、日本での学業やアルバイト、サークルなどの活動が忙しく、留学準備・
留学にかける時間がなかった、という回答がそれぞれ 7 名ずつと、最も多い回答でした。 
長期留学に関しては、交換留学制度を利用すると奨学金が受給できる可能性も高まります

が、その他の形では奨学金を受給することが難しく、留学実現の妨げになっていると考えら

れます。 また、交換留学生の多くが受給 する JASSO 奨学金 月 ６ 万円～ 10 万円 で
生活費のすべてをまかなうことは、特に欧米では難しいのが現状です。 本学では 交換留学
先の増加や派遣できる人数の確保等、制度を充実させ、 引き続き JASSO の奨学金獲得に
向けて尽力し、その他の奨学金についても積極的に広報する等、留学をする学生のサポート

を目指します。 
また、４ 年で卒業をしたかったという学生も 5 名 おり、 長期の留学が卒業時期に影響す
ると考える学生がいることが確認できます。 留学 の時期と就職活動の時期等で無理のな
いスケジュール組みの支援や 、交換留学の単位互換をスムーズに行う等の対策が必要です。 
その他 ２名の理由としては、「 日本語科であったため。 」「 自分が学びたいことは海外に
しかないのか日本でも学べるのか、自分はわざわざ留学するほど勉強を頑張れるのかと金

銭的な問題を天秤にかけた。 」という回答がありました。」 
 
また、大学の留学サポートについて、学生が気付いた点や意見、意見を記述する欄には次の

ようなものがあった。 
 
○ 語科によって学生数に対する派遣留学の枠数に大きな差があることは、入学前に知りた
かった。 （英語専攻の学生より） 
 
○一年生向けの留学サポートは大変充実していると思います。一方社会では英語が一般的

に使用できることが前提となることが増えることを鑑みると、英会話などの授業、留学もま

た必要だと感じました。 
 
○アフリカの留学先・インターンシップ先をもっと積極的に、増やして下さい。 最近は変 
わりつつあるが 。自分が入学したての頃なんて、アフリカ地域専攻なんて、ほとんどア 
フリカでの留学・インターン先を紹介できなかった。なんだかんだ自分で申し込んで留学 
しました。大学からのサポートは推薦状作成などを除きなかった。 
 
○とても充実していると感じます。 
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6.『留学白書』から読み取れる諸課題 
 本論をしめくくるにあたり以下では『留学白書』からみえる３つの課題についてみていこ

う。 
 
① 長期留学の種類について 
「白書」のデータからは、単位認定のない自由留学者の数が減少する一方で、交換留学者、

単位認定の申請を行う休学留学者の数が増加傾向となっているのは、「好ましい傾向」と捉

えられている。 そうした傾向の背景には単位認定が認められる留学を推奨していくため、
「安価で加入できる学研災海外旅行保険対象者」の枠組みを 2019 年度より休学留学者に
も拡大したことがあげられる。 今後も海外の教育機関に留学をする学生に対しては、可能
な限り単位認定を行う形での留学休学留学を推奨していくとされる。 
 
② 留学の単位認定について 
東外大の留学の問題点の１つは、 とりわけ休学留学において、留学先で取得した単位を帰
国後に単位認定する手続き をしない学生が多数みられる点である。海外で取得した単位を
当該大で単位として認定するには、留学者本人が所定の書類を提出し、「単位認定申請」手

続きをする必要がある。単位の認定は帰国後 1 年以内に行うことになっている（ 休学留学
の場合は、休学終了後 1 年以内）。 
『留学白書 2016』に掲載されている交換留学者・休学留学者 2016 年度に帰国した学生お
よび出発した学生の単位認定状況は以下である。 
 
表 6 『留学白書 2016』掲載者の単位認定状況 
 

 
交換留学者 のうち 7 割以上の学生が単位の認定を行っているが、、休学留学者の単位認定
率は 45 ％にとどまっている。 
 

 
 
③ 大学院生の留学について 
大学院生の留学の数は過去４ 年間でほとんど増えず、減少傾向が確認された。夏学期・冬
学期の短期留学 ショートビジット プログラム数の増加にともない、大学院生向けのレベ
ルの高いプログラムも提供されている。今後は大学院生にも積極的に参加を呼びかける。 
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表 7 2014年度から 2017 年度の大学院生の期間別 留学者数の推移 
 

 

 
 
まとめ 
 
【世界がキャンパス】を合言葉に、東外大では「留学 200％」(在学中に短期と長期の計 2

回以上)を目標にして現在に至っている。そこでは学生が「留学経験を通じてのびやか精神
を育み、また外国での苦労は成長の大きな糧となる」ことが求められている。 
東外大の『留学白書 2018』によれば毎年留学者の総数が伸びていることがわかった。入

学時に 9 割以上の学生が留学を希望する制度はどのように整備し、そして学生はどのよう
なサポートを求めているのか、 今後も継続して『白書』が作成されることで、留学制度の
問題点や課題を整備や留学支援に結び付けていく必要性があろう。 
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創生支援 構想調書 B タイプ」」 (https://tgu.mext.go.jp/universities/tufs/index.html 
2020.01.05アクセス). 
--------------------- 『TUFS 留学案内 2017』. 
東京外国語大学留学支援共同利用センター『2018年留学白書』. 
文部科学省 「スーパーグローバル大学創成支援事業」(https://tgu.mext.go.jp/ 2020.01.04
アクセス). 
--------------- 「「スーパーグローバル大学創成支援事業」（平成 26年度採択）の中間評価につ
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いて」 
(https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/sekaitenkai/1401770.htm 2020.01.05
アクセス）. 
 
 
 
 


